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論文の内容の要旨
有毒アオコ形成ラン藻Microcystis(ミクロシスティス)は、肝臓毒ミクロシスチンを産生することから最
も注意を要する有毒ラン藻のーっとして知られている。本属のラン藻は世界中に分布しているが、東南アジ
アの一国ベトナムにおいても、各地のため池・湖沼等で頻繁に発生が見られる。これまでに Miケocystisの毒
性・生態・遺伝的多様性については広く研究がなされてきたが、本属の種レベルの分類については未だ混乱
が多い。この理由のーっとして、本属の全ての記載種について形態のみならず、遺伝子・生化学形質等を分
析する、いわゆる多相分類学的手法でなされた研究例がこれまでにほとんどないことが挙げられる。本属の
10種を超える記載種のうちの5つの記載種Microcystisaeruginosa， M ichthyoblabe， M novacekii， M viridis， and M 
ωesenbergiiについては、すでに多相分類学的手法によって、 Microりstisaeruginosa一種に統合されている
(Otsuka et al. 2001)。しかしながら、熱帯諸国からはこれらの 5種以外に数種が記載されているものの、こ
れらの種について多棺分類学によって研究された例は皆無であり、従ってこれら熱帯系の種の実体は不明瞭
なままである。熱帯系Microcystis種の実体を明らかにするため、熱帯に位置するベトナムから分離された数
十種のMicroりstisを材料とし、コロニー形質・細胞サイズ・脂肪酸組成・ミクロシスチン毒性・光合成色素
組成・ 16SrDNA遺伝子分析による多相分類学的研究を行った。
ベトナムの 39箇所から採取した野外サンプルをもとに、 57のMicrocystisの培養株を確立した。これらの
株はコロニー形態に基づき、 10の記載種に分類された。このうち、熱帯系のMicrocystisとして知られる M
bengalensisを1株、 Mμnniformisを7株、 M戸rotocystisを1株、 Mpseudofilamentosaをl株、 M ramosaを
2株、 M robustaを1株得ることができた。熱帯系以外の本属の種のうち、 M aeruginosaを25株、 M
icht勿oblabeを10株、 Mnovacekiiを2株Mwesenbergiiを7株取得した。
これら全ての分離株を異なる組成を持った液体培地に接謹し、コロニー形態、の可塑性を調べた。 10種の
うち、 Mprotoりstβについてはどの培地においても安定したコロニー形態を示したが、それ以外の形態種は
培地が変わることによってコロニー形態も変化し、他種のコロニー形態を示すこともあった。中には今回分
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離できなかった熱帯系記載種 (Melongata， M lamelliformis， M maxima， M SC1ψ的の4稜)のコロニー形態を
示す株すら存在した。全ての株は細胞の外径は 2.6-9.3μmの範留にあることがわかったが、細胞サイズと
種の簡に顕著な相関は見られなかった。また、全ての株は類私した脂肪酸組成を示した。分離株のうち、 19
株のミクロシスチン産生株(有毒株)を見出し、また 1株のフイコエリスリン含有株を見出したが、これら
は特定の種に固有の形質ではなかった。全ての株は極めて類似した 16Sr賠~A 遺伝子配列を持ち(塩基配列
の柑向性は 99.2%以上)、 16SrDNA及びITS領域を用いた分子系統解析の結果も、コロニー形態に基づいた
種分類とは一致しなかった。
本研究によって、熱帯系のMicrocystis記載種を含むMicrocystisの記載種間に顕著な相違がないことが示さ
れた。この結果から、熱帯系の MicroりJStis記載種 (Mbengalensis， Mμnniformis， M protocystis， M 
pseudofilamentosa， M ramosa， and M. robusta) をMicroりstis属のタイプ種である M aeruginosa (Otsuka et al. 
2001)に統合すべきであると結論づけられた。
審査の結果の要旨
本研究で、富栄養湖沼に大発生する有毒アオコ形成ラン藻類Microcystis(ミクロシスティス)について、
研究の少ない熱帯系Microcystisの形態、生理・生化学的特性など 16SrRNA遺伝子の分析を行った結果、熱
帝系Mi・crocystisの6種は、同一種であり、 Microcystis属のタイプ種である Maeruginosaに統合するという本
分野においては、これまでの考えをくつがえす留期的な成果が得られた。
平成 24年7月24B、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。
よって、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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